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--第 1 章  生涯充実して暮らせる都市を創る----------------- 

１
．
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
す
 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■ファミリーサポー

トセンター事業 
地域のなかで子育てを手助けしたい人（提供会員）と手助けを受けたい人（依

頼会員）を募集し、会員同士で地域で援助活動を行う。 

サポートセンターを開設し、援助活動の支援を行う。 

20～22 

■わくわくふれあい

育成事業 
・家庭教育に関する学習機会の提供や父親の家庭教育への参画を促進する。ま

た、市内各学校において家庭教育学級を実施する。 

・休日や長期休暇中に広く交流する中で様々な体験ができる機会を提供する。 

20～22 

■子育てすこやかセ

ンター事業 
就学前児童とその保護者に対する子育て相談や情報の提供、子育てサークルへ

の支援、子育てボランティアの育成、さらには保健師や学校等と連携し地域子

育てセンターを各地域に設置するなど、子育ての楽しさや喜びの輪を広げる活

動を推進する。 

20～22 

■母子生活支援事業 
母子家庭やこれに準じる家庭の児童が養護に欠ける場合に、申込みにより母子

を母子生活支援施設（母子寮等）に入所させる。 

ひとり親家庭の生活の自立を支援する各種事業を実施する。 

20～22 

 

（1）地域全体で

子育てを支援す

る仕組みづくり 

（2）子育て世帯

への経済的支援

の推進 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■子育て支援医療費

助成事業 
乳幼児及び児童生徒が医療機関でかかった医療費のうちの一部を助成するこ

とにより、子育て世帯の経済負担を軽減する。 

20～22 

■子育て手当支給事      

 業 
子どもの出生を祝い、乳幼児期のすこやかな成長を支援するため、南丹市子宝

条例等により各種祝いや手当てを支給する。 

20～22 

■児童扶養手当支給

事業 
１８歳までの児童の母等に対して、児童扶養手当を支給する。（所得制限によ

り支給額に制限がある。） 

20～22 

■不妊治療給付事業 不妊治療に要する保険診療費被保険者負担額の２分の１以内の額を助成する。 20～22 

■母子医療費支給事  
 業 母子等が医療機関でかかった医療費を給付する。 20～22 
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（3）多様な保育

の推進 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■保育所運営事業 
概ね平日 8：30～16：30の平常保育をはじめ、近年保護者要望が多い早朝保育、

延長保育、土曜集合保育、障害児保育等の安定的な保育所運営を行い、児童の

健全な育成と保護者の就労支援を行う。 

20～22 

 

（4）就学前教育

の充実化 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■すこやか学園 
就園前の幼児に遊びの場と遊びの友達を提供する。 

懇談会・講習会等、保護者同士の学び合い・育ち合う場を提供する。 

親の子育ての悩みについて相談に応じる。 

20～22 

■幼稚園教育の推進 
園部幼稚園と八木中央幼稚園が持っている特性を活かし、より緊密に連携をと

り幼児教育を推進する。 

また、保護者はもちろん地域の教育力を高める取り組みを進め、市内保育所や

小学校など関係機関と連携を深め、幼児のすこやかな成長を促す。 

20～22 

 

（5）放課後の子

どもの育成の場

作り 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■安心・安全の居場所

づくり事業 
・環境活動や共同作業等の実施。 

・平日の授業終了後や長期休暇等における生活の場の確保。 

20～22 

 

（6）多様な支援

の一体的な推進 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■育児支援事業 
子育て中の親子支援のため、保健師・栄養士等による子育て相談、離乳食教室

を実施する。 

子育てに悩む親子や発達発育が気になる乳幼児に対して、医師・言語聴覚士・

心理士等専門職による個別相談事業、小集団での遊びの教室を行う。 

20～22 

■地域子育て支援事

業 
子育て世代の親の病気や出産による子育てサポートの派遣や、子育て世代、市

民や関係団体を対象とした子育てフォーラムの開催など。 

20～22 
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２
．
明
日
を
担
い
、
内
外
で
活
躍
す
る
ひ
と
を
育
て
る
 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■学校規模適正化検

討事業 
より良い教育環境での学びを第一に、現在直面する学校教育や子どもたちを取

り巻く地域課題を関係者と共有し、子どもたちが生き生きと切磋琢磨し、すこ

やかに育んでいける教育環境の整備充実を目指す。関係者との懇談等、協議・

調整を図りながら、学校規模の適正化や適正配置についての検討を行う。 

20～22 

 

（1）学校規模の

適正化 

（2）学校教育の

充実 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■学校図書館指導員

設置事業 
全ての学校図書館に指導員を配置し、図書管理及び貸出し支援、教材選定支援

を行う。 

20～22 

■学力充実・少人数指

導事業 
学力向上と少人数教育を行うための講師を配置し、基礎学力の定着と、きめ細

やかな指導が行えるようにする。 

20～22 

■教育研究委託事業 

市内小・中学校の創意工夫により、以下の事業を対象とした研究事業を実施す

る。 

①卓越性を目指す「特色ある学校づくりに関するもの」 

②学力向上を図る「基礎学力向上に関するもの」 

③人権教育の推進を図る「人権教育に関するもの」 

また、本市の重点施策である「英語活動」に係る後方支援を行う。 

20～22 

■国際理解教育の充

実 
外国語指導助手（ＡＬＴ）を配置し、市内各小・中学校において日本人教員と

ともに児童生徒に対して英語活動・英語教育の指導を行う。 

また、市内に在住する社会人を対象にした英会話教室の講師としても派遣し、

国際理解の推進を図る。 

20～22 

■山村留学事業 
南丹市美山山村留学センター（四季の里）を核とし、都市の児童を対象として、

異なる環境で育ち教育を受けた児童がともに共同生活を送ることにより、視野

を広げ刺激しあい、切磋琢磨しながら自然環境の知識を深め、新しい感覚や考

え方をお互いに学びあい、友情を育むことによって青少年の健全な育成を図

る。 

20～22 

■小・中学校教育振興

事業 
児童生徒の実態や地域社会の実情を活かして、心の教育、人権教育、環境教育、

情報教育、体力、競技力の向上、芸術･文化の振興等特色ある学校づくり条件

整備の推進を積極的に図る。 

20～22 

■小・中学校通級指導

教室事業 
小・中学校において通常の学級に在籍する比較的軽度の障がいのある児童・生

徒に対し、その障がいに応じ、週に数回の特別指導を実施。また、特別支援教

育を必要とする園児・児童・生徒にかかる教育相談・発達検査を実施。 

20～22 

■特別支援教育支援

員配置事業 
学校教育法施行令第 5条に定める認定就学者をはじめ、様々な障がいのある児

童生徒が在学しており、特に通常の学級においては、発達障がいを含む障がい

のある児童生徒が在籍している現状がある。このような状況を踏まえ、学校生

活上の介助や学習活動上の支援を行う特別支援教育支援員の配置を行う。 

20～22 
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（4）通学支援 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■通学対策事業 遠距離通学のため、バス・ＪＲ電車等を利用する児童生徒の定期券代について、

一定額を超えた分を補助する。 

20～22 

 

（5）保育所・幼

稚園・小中学校

の連携強化 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■保・幼・小・中学校

連携事業 
保育所・幼稚園・小・中学校保護者及び教職員を対象とした講演会の実施。 

保育所・幼稚園・小学校職員の連絡会を持ち、課題を共有する。 

小学校教員の保育参観、幼稚園・保育所職員の小学校授業参観の実施。 

学校行事への園児の招待。 

20～22 

 

（3）学習施設と

設備の整備 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■教育施設整備事業 
安心・安全の学校づくりのため必要な修繕や改修、耐震補強等の工事を行い、

教育施設における良好な教育環境整備を図るため、教育施設整備事業を実施す

る。 

20～22 
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３
．
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、
活
か
す
機
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く
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（1）生涯学習拠

点施設の充実 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■いきいき講座開設

事業 各種講座・講演会･研修会等の企画･運営。 20～22 

 

（2）生涯学習推

進組織の育成強

化 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■社会教育関係団体

支援・育成事業 
南丹市社会教育関係団体に対する補助金交付要綱に基づき、予算の範囲内にお

いて補助金を交付する。 

20～22 

 

（3）スポーツ・

レクリエーショ

ン施設の充実 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■体育施設利用促進

事業 
市民に運動と憩いの場を提供し、もって市民の健全な心身を育成し、スポーツ

を通じて親睦と相互理解を深めるため市立社会体育施設を設置・管理する。 

20～22 

 
（4）スポーツ・

レクリエーショ

ン活動の振興 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■いきいき健康事業 
 
・生涯スポーツ振興事業 
・青少年スポーツ育成事 
 業 

スポーツに親しむことによって市民の暮らしに活力や潤いを与え、健康増進に

も寄与する。 

スポーツ振興を通じた子どもの体力向上は必要不可欠であり、そのための各種

事業を実施する。 

20～22 

 
（5）文化芸術の

振興 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■国民文化祭推進事

業 
「工芸」というものづくりに視点をあて、市内で活躍されている工芸家や文化

団体、個人がそれぞれ取り組まれている活動を紹介する催しを開催するなど、

市民レベルによる国民文化祭の開催に向けた取り組みを進めるとともに、「も

のづくりのまち南丹市」を市内外へアピールする。 

20～22 

■青少年活動事業 
(ﾋﾞｰﾄﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ) 

市内の小学校で学習している和太鼓サークル等が一堂に会し、日頃の練習の成

果発表することにより、学校同士の連携や子どもたち等の交流を図る。 

和太鼓の発表会 

20～22 

■文化祭事業 文化活動の振興と各種文化団体の育成並びに郷土文化の向上を目指し、文化協

会とともに文化祭を実施する。 

20～22 
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（2）地域医療の

充実 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■医療対策検討事業 
南丹市医療対策審議会を開催し、地域医療確保対策について協議する。 

・救急医療の対策 

・府立医科大学等からの医師派遣による医師不足対策 

・地域医療ネットワーク 

20～22 

■地域医療・保健体制

確保事業 
・公設民営方式による医療機関の医療活動等への助成。 

・へき地、過疎地域等における南丹市美山林健センターや南丹市診療所の管理

運営。 

20～22 

 

４
．
医
・
食
・
住
の
充
実
と
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
を
支
援
す
る
 

（1）市民の健康

づくりへの支援 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■健康づくり推進事

業 
 
・各種がん検診 
・健康づくり推進事業 
・健康増進事業 
・国民健康保険健康推進 
事業 

・生活習慣病予防健診 

命に係わる心臓病や脳卒中の予防目的に、メタボリック症候群に着目した健診

（市民健診・人間ドック）を実施し、その結果に基づいて生活習慣改善のため

の予防事業（保健指導・健康教育・健康相談・訪問等）を実施する。また、が

ん等の病気の早期発見、早期治療を目的に各がん検診を実施し、生涯通じて、

住民自ら健康づくりを推進できるように支援する。 

20～22 

■母子保健事業 
妊娠時に、母子健康手帳を発行し妊婦健康診査の無料券を配付、牛乳を支給す

る。（牛乳の支給は所得制限がある）母親教室を開催する。 

出生後は、こんにちは赤ちゃん訪問を全出生児を対象に行い、必要に応じて保

健師・栄養士等が経過訪問を実施する。乳幼児の健康診査を実施する。 

20～22 

■老人医療費支給事

業 
所得税非課税世帯等低所得世帯に属する 65歳～70 歳未満者の医療費の一部を

助成する。 

20～22 

 

（3）食育及び食

の安全確保 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■学校教育における

食育の推進 
各学校での安心で安全な学校給食の提供。 

児童生徒（保護者）への「食」に関する指導。 

給食関係者の衛生管理及び食育の推進。 

20～22 

■有機農業・地産地消

推進事業 地域循環による有機農業や地産地消活動への支援を行う。 20～22 
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（4）若者定住へ

向けた住環境の

整備 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■住宅管理事業 既存住宅の適切な維持管理を進める。 20～22 

 

（5）高齢者が安

心して暮らせる

自立支援 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■家族介護者等支援

事業 
 
・家族介護教室事業 
・家族介護者交流事業 
・介護用品支給事業 
・在宅介護支援事業 

在宅で高齢者等を介護している方や介護に関心のある方を対象に、様々なテー

マに基づいた介護教室や講演会等を開催するとともに参加者同士の交流を図

る。 

また、在宅において要介護４・５の高齢者の介護者で住民税非課税世帯を対象

に、介護用品の購入費助成や寝たきり高齢者等の介護慰労金を支給する等の支

援を行い、介護者の負担軽減を図る。 

20～22 

■介護相談員派遣事

業 
介護相談員養成研修を受講した相談員を施設サービス事業所に派遣し、利用者

の要望や苦情等の聞き取りを行う。 

20～22 

■介護予防活動支援

事業 
各公民館及び隣保館において、手芸・陶芸・園芸・音楽・健康づくり体操等、

介護予防として生きがいに繋がる場の提供と支援を実施する。 

20～22 

■緊急通報体制等整

備事業 
ひとり暮らし高齢者に対し、日常生活における不安解消と安全確保を図るた

め、緊急通報装置付電話機等を設置し、緊急時の連絡体制をつくる。 

20～22 

■高齢者等生活支援

事業 
 
・外出支援サービス事業 
・軽度生活援助サービス 
事業 

・食の自立支援事業 
・訪問理美容サービス事 
 業 

在宅の高齢者が住み慣れた地域での自立した生活を送れるよう、日常生活上の

支援等を行う。 

20～22 

■地域包括支援セン

ター事業 
包括的支援事業（介護予防ケアマネジメント業務、総合相談支援業務、権利擁

護業務、包括的・継続的ケアマネジメント支援業務等）を一体的に実施する。 

20～22 
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  （6）障がいのあ

る人が安心して

暮らせる自立支

援 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■共同作業所等支援

事業 
共同作業所等に助成を行い、共同作業所等の通所者への指導訓練、機能回復指

導及び生活適応訓練等を推進する。 

20～22 

■障がい者医療助成

事業 
 
・自立支援医療給付事業 
・重度心身障害老人健康 
管理事業 

・福祉医療費支給事業 

障がいのある人に必要な医療を提供するとともに、医療費の助成を行い、経済

的負担の軽減を図る。 

20～22 

■障がい者等生活支

援事業 
 
・介護給付事業 
・訓練等給付事業 
・難病患者等居宅生活支 
援事業 

・日中一時支援事業・生 
活サポート事業 

障がいのある人が、地域で安心して暮らせるよう、介護や訓練・補装具・日常

生活支援等に必要なサービスを提供する。 

20～22 

■地域活動支援セン

ター事業 
 
・相談支援事業 
・地域活動支援センター 
事業 

障がいのある人等が地域の身近なところでいつでも通える場所を提供し、作業

や社会交流等、障がいのある人の相談支援を行ない、自立と社会参加を支援す

る。 

20～22 

■発達支援センター

運営事業 
人とのかかわりに不安のある子どもや心身の発達に遅れのある子どもとその

保護者に対し、一人ひとりに適した相談・支援、療育等の支援を行い、地域で

安心して生活が送れるよう支援する。 

20～22 
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（7）高齢者・障

がいのある人の

社会参加の促進 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■シルバー人材セン

ター活動支援事業 
高齢者の活動支援のために、高齢者に適した仕事を受注し、生きがい対策をも

とに就業の機会を提供している（財）南丹市福祉シルバー人材センターに対し

て活動運営費を助成する。 

20～22 

■社会参加推進事業 
 
・ガイドヘルパー派遣事 
 業 
・コミュニケーション支 
援事業 

・社会活動参加支援事業 
 

屋外で移動が困難な障がいのある人の活動支援や、聴覚言語に障がいのある人

のコミュニケーション支援を行ない、在宅で障がいのある人の社会参加を支援

する。 

20～22 

■老人クラブ活動支

援事業 
老人クラブ活動の活性化を図り、高齢者の生きがいや健康づくりを推進するた

め、対象者団体の活動に対して助成する。 

20～22 

 

（8）安心と支え

合いの仕組みづ

くり 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■心配ごと相談事業 各地域に相談場所を設け、月 1 回相談事業を開催。 その他、弁護士による法

律相談を行う。 

20～22 

■成年後見人制度利

用支援事業 
高齢者本人の判断能力が不十分で、経済的・身体的に支援が必要な場合、成年

後見人により擁護する「成年後見人制度」について、必要に応じ法的支援を図

る。 

20～22 

■地域福祉推進事業 
小地域見守りネットワーク活動や各サロン活動を活性化し、平成１９年度に作

成した地域福祉計画に基づき、地域福祉の推進を図るため、地域福祉の仕組み

を構築する。また、安心安全な地域生活維持のため、民生委員・児童委員を地

域福祉の担い手として位置づけ、役割を担っていただく。 

20～22 
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（2）工業用地の

整備と企業誘致

の推進 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■企業支援事業 地域の活性化を図るため、企業が進出しやすい環境を整備するとともに雇用に

関しても市内からの雇用を奨励支援する。 

20～22 

 

５
．
ふ
る
さ
と
で
働
け
る
場
を
ふ
や
す
 

（1）京都新光悦
村の波及効果の

拡大 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■京都新光悦村推進

事業 

京都府と連携し、進出企業等の交流を深める場を設け、意見等を集約する中で、

地元雇用の拡大やコンセプト実現に向けた仕組みづくりを進めるとともに、会

の組織化に向けて取り組みを行う。 

京都府と連携し、伝統産業関係への広報を進めるとともに誘致を進めるため未

分譲地等の管理を行う。 

20～22 

 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■商工振興融資利子

補給事業 
創業の支援や中小商工業者の経営の安定化と近代化を図るため、南丹市商工会

員が国民生活金融公庫の経営改善貸付資金または京都府制度融資資金の借入

れをした場合、利子額の一部を補給する。 

20～22 

 

（3）起業支援の

推進 

第 1 章  生涯充実して暮らせる都市を創る 



13 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

--第２章  自然・文化・人を活かした郷を創る----------------- 

１
．
豊
か
な
緑
と
清
流
を
守
る
 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■河川維持事業 南丹市管理河川の浚渫や構造物の老朽化に伴う維持管理工事を行う。また、河

川環境の美化に伴う除草等管理行為を地元の協力を得て推進する。 

20～22 

■森林整備事業 
森林施業（植林・下刈・間伐・間伐材搬出・枝打・クマ剥ぎ被害防止）への助

成を行い、森林の持つ多面的機能を十分に発揮させるための森林整備を推進す

る。 

20～22 

■森林整備地域活動

支援交付金事業 
森林施業計画の作成を通じた、計画的かつ適切な森林整備の推進を図る。 

・施業実施区域の明確化作業 

・歩道（作業道）の整備等 

20～22 

■森林病害虫等駆除

事業 
松くい虫防除事業の実施。 

・被害木伐倒処理・伐倒駆除・樹幹注入 

カシノナガキクイムシ防除事業（広葉樹の枯損被害防止）の実施。 

20～22 

■水産環境整備事業 漁業協同組合が実施する清流を守る取り組みに対し支援を行う。 20～22 

 

 
（1）森林と河川 

 
（2）農地 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■中山間地域等直接

支払事業 
農地の多面的機能を維持するため、特定農山村指定等内の農業振興地域農用地

で１ha 以上の纏まりがあるものに中山間地域等と平場地域との生産条件の格

差是正の支援をする。 

20～21 

■農業関連計画事業 南丹市農業振興地域整備計画等の策定、見直し。 20～22 

■農地・水・環境保全

向上対策事業 
農業者だけでなく非農業者を含めた幅広い活動組織を作り、農業施設の維持管

理から自然や環境を守る地域活動を支援する。また環境にやさしい営農活動に

も併せて支援する。 

20～22 

■農地整備促進事業 面的整備を含めた、土地改良施設の総合的な整備を行う。 20～22 

■農地保有合理化事

業 
農地保有合理化法人が規模を縮小する農家や離農する農家などから農地を買

い入れ、もしくは借り入れて、一時保有した後、一定要件を満たした担い手農

家に売り渡し、もしくは貸し付けを行う。 

20～22 
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実施事業名 事業概要 実施期間 

■環境監視事業 監視パトロールの実施、水質検査等による環境監視を行う。 20～22 

 

（3）身近な緑や

環境美化 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■景観形成推進事業 
多くの市民が誇りと感じている市域の優れた景観資産について、良好な形成と

保全のための方針を具体化する市独自の景観条例や景観計画等を整備すると

ともに、市民とともに行う取り組みを検討する。 

20～22 

 

（5）景観保全の

ルールづくり 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■環境計画等策定推

進事業 
南丹市環境基本計画、地球温暖化対策推進計画等の策定及び環境関係諸計画の

実行、推進を図る。 

20～22 

■環境美化推進事業 環境美化推進委員をはじめ、地域や市民との連携を図り、地域の環境美化及び

衛生意識高揚のため、指導・啓発を行う。 

20～22 

■京都モデルフォレ

スト運動推進事業 
農山村の過疎化・高齢化等による管理不十分な放置森林を解消するため、森づ

くり活動への参加等を希望する企業・大学・団体等にフィールドを斡旋し、企

業等から人や資金の支援を受けて、植林や下刈、間伐など新たな森林整備の方

向を見い出していく。 

20～22 

 

（4）環境保全の

行動支援 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■かやぶき屋根保存

修理事業 
美しい町並みと集落景観を守るため、南丹市美山町内に現存する北山型住宅の

かやぶき屋根の葺き替え修理の一部を補助する。 

20～22 

■絆の森整備事業 市有林内の森林整備（環境整備）下刈・除伐等の実施。 20～22 

 

（6）森・里・街

の景観保全 
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２
．
資
源
が
循
環
す
る
ま
ち
を
つ
く
る
 

（1）省資源・リ

サイクルと衛生

環境 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■一般廃棄物清掃事

業 
一般廃棄物の適正処理を進めるため、指定ごみ袋等の販売、不燃物や不法投棄

物の処理及び分別収集、ごみ減量化、不法投棄防止等の啓発を行う。 

20～22 

■環境衛生事業 
環境事業に対する各種補助金（資源ごみ集団回収、生ごみ処理器購入、生ごみ

収集庫設置）交付や、環境団体活動への支援を通して、ごみのリサイクルや減

量化、地域の住み良い環境づくりを行う。 

20～22 

 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■市役所資源節減事

業 
電気、水道、ガスなど資源の使用を削減するとともに、リサイクルの推進など

資源の有効活用を推進する。 

20～22 

 

（2）環境にやさ

しい暮らし 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■バイオマスの環づ

くり交付金事業 
南丹市バイオマスタウン構想に基づき、液肥活用技術調査を実施し、液肥利用

促進を図る。 

20～21 

■八木農業関連施設

管理費 
環境を考え、都市と農村の交流拠点として「氷室公園」、「氷室の郷」、「八木バ

イオエコロジーセンター」の維持・管理を行い、利活用を促進する。 

20～22 

 

（3）エネルギー

の有効活用 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■上水道設備拡張事

業 
水道施設整備計画に基づき、水道配水管の新規布設等を行うことにより、災害

に強い施設づくりを図る。 

20～22 

■水質検査事業 
安全な水を望む声に応えられるよう、南丹市水質検査計画に基づき、上水道並

びに簡易水道において水質検査の充実を図る。 

また、貯水槽水道を使用している設置者や利用者に適切な指導を行い、管理意

識の高揚を図る。 

20～22 

■水道設備維持事業 浄水場並びに配水設備等の点検及び改修を行うことにより、上水道並びに簡易

水道においてより効率的な水運用と、災害に強い施設づくりを図る。 

20～22 

■水道設備改良事業 災害に強い施設づくりや、飲料水の安定した供給を目指して、送配水管等の耐

震化や老朽管の更新を図る。 

20～22 

 

 
（4）上水道 

第 2 章  自然・文化・人を活かした郷を創る 



16 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■下水道建設事業 市民の衛生的で快適な暮らしを確保し、また環境を保全するため、公共下水道

事業並びに特定環境保全公共下水道事業を実施する。 

20～22 

■下水道施設管理事

業 
下水道施設の適正な維持管理により、現有施設を良好な状態に保ち、長期間に

わたる有効活用を図る。 

20～22 

■合併処理浄化槽整

備推進事業 
 
・合併処理浄化槽維持管 
理事業 

・合併処理浄化槽等設置 
整備事業 

市民の衛生的で快適な暮らしを確保するとともに、市域の良好な環境を保全す

るために、合併処理浄化槽の設置や適正管理等を推進する。 

20～22 

 

 
（5）下水道 
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実施事業名 事業概要 実施期間 

■京の水田農業総合

対策事業 
米作においては、環境や食味に配慮した水稲生産の推進と低コスト生産技術の

普及を目的とした共同機械導入・実証事業に対し支援する。 

水田を利用した小豆・黒大豆・地域対応作物においては、生産の推進と普及を

目的とした共同機械導入・実証事業に対し支援する。 

20～21 

■京野菜等価格補填

事業 
京のふるさと産品協会に加盟し、指定野菜等の価格下落時には補填を行い農業

者を支援する。 

20～22 

■京野菜等産地育成

事業 
京野菜（みず菜・壬生菜・春菊・九条ネギ等）の栽培のための生産機材導入等

に対し支援する。 

20～22 

■農業・農村活性化経

営体づくり事業 
農地や農作物、人材等の地域資源をうまく組み合わせ、地域と連携した農業経

営力アップに繋がる活動を支援する。 

20～22 

 

（1）南丹ブラン

ド生産者等への

支援 

３
．
南
丹
ブ
ラ
ン
ド
の
「
ほ
ん
ま
も
ん
」
を
つ
く
る
 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■特産物販売促進事

業 
こだわりの地域農産物・加工品の有利販売できる施設、交流の拠点に道の駅「京

都新光悦村」等を位置づけ、効果的な管理運営を行う。 

20～22 

■特別栽培認証制度

推進事業 
消費者ニーズに合わせた安全・安心な野菜づくりのための独自栽培基準による

ブランド化によって、特色のある産地の形成を行う。その制度の普及活動、販

売促進、ＨＰの管理運営業務を行う。 

20～22 

 

（2）南丹ブラン

ドの販路拡大 
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実施事業名 事業概要 実施期間 

■水田農業推進事業 
Ｈ１８年までの行政主導から、Ｈ２２年以降の制度の過渡期（Ｈ１９～Ｈ２１）

において、その準備期間として水田協議会に参画し、米の生産調整と産地づく

りを支援する。 

20～21 

■畜産振興事業 府の補助を活用した畜産経営基盤及び施設整備支援。 

市単独の畜産伝染病予防支援及び市内畜産経営地域間格差是正支援。 

20～22 

■土づくり事業 南丹市内で生産される堆肥等を南丹市内で有効に利用した、安心・安全な農産

物の生産を振興する。 

20～22 

■農業委員会運営事

業 
農地の売買、貸借などの権利移動や農地転用に伴う農地法等の許認可業務を中

心とした農地行政を行うとともに農家の生活や農地管理、農業経営などに関す

る日常の農家相談、地域、集落での問題、課題の解決、農政に対する意見、要

望などの実現に努める農政活動を行う。 

20～22 

■農業担い手支援事

業 
 
・担い手育成事業 
・農業関係団体支援事業 
・農業制度資金利子助成 
事業 

・農業法人等規模拡大支 
援事業 

農業の担い手不足、農地の不耕作地等の課題を解消するため、認定農業者、農

業法人、農業関連団体等を支援する。 

20～22 

 

 
（3）農業 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■共済・担い手育成事

業 
林業労働者の福祉向上のため、次の事業により安定した社会保障を支援する。 

・林業労働者新共済事業（林業退職金掛金の助成を行う） 

・緑の担い手育成対策事業（森林組合の作業班が加入する社会保険掛金の助成

を行う） 

20～22 

■木材利用推進対策

事業 
地域産材の利用促進を目的に建築されたモデル住宅「美山木の家」の普及活動

に伴う見学会・セミナーの開催等。 

20～22 

■林道・作業道事業 
流域単位での森林整備を促進するため、森林管理道を開設する。 

林業作業道の開設及び林道、作業道の維持修繕事業に対し、経費の一部を助成

する。 

市直轄林道の維持修繕を行う。 

20～22 

 

 
（4）林業 
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実施事業名 事業概要 実施期間 

■捕獲獣利活用事業 有害鳥獣として捕獲されたシカを有効活用し、地域特産品としての普及・啓発

活動に対し助成する。 

20～22 

■有害鳥獣捕獲対策

事業 
有害鳥獣直接捕獲対策として、市猟友会に捕獲を委託する。 

捕獲班員の確保のため、狩猟免許資格取得に係る経費の一部を助成する。 

20～22 

■有害鳥獣防除施設

設置事業 
農家組合等が事業主体となって取り組む有害鳥獣防除施設（電気柵・格子金網

フェンス等）の設置に係る経費の一部を助成する。 

20～22 

 

（5）野生鳥獣被

害等への対策 

４
．
ひ
と
を
温
か
く
迎
え
る
 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■観光協会事業 観光地としての南丹市のレベルアップと知名度の向上を図り、観光ネットワー

ク体制を確立するため、市内の観光協会の運営及び事業実施を支援する。 

20～22 

 

（1）観光ネット

ワーク 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■観光施設改修事業 老朽化した観光施設の改修を行い、観光客の増加を図る。 20～22 

 

（2）観光施設及

び周辺整備 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■観光イベント振興

事業 
観光客の誘致を図るとともに市民の一体感を醸成するため、商工会や実行委員

会が主催する観光イベントに対し支援を行う。 

20～22 

■地域振興イベント

開催支援事業 

市民の参加・交流を促進するため、地域振興イベントを開催する実行委員会に

補助金を交付し、市民の取り組みを支援する。（そのべ龍神まつり、美山サイ

クルロードレース、ひよし水の杜フェスタ、美山ふるさと祭） 

今後は、既存のイベントの整理を行い、市民の交流と一体化及び南丹市のＰＲ

のため、市全体としての新たなイベントの企画・開催を支援する。 

20～22 

 

（3）イベント運

営 
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実施事業名 事業概要 実施期間 

■観光宣伝事業 
全国的に知名度があり、旧町の中でも熱心な取り組みを行ってきた美山町のネ

ットワークを活かしながら、「かやぶきの里･美山」のある南丹市として、美山

を軸として市域全体の観光資源のＰＲを行い、誘客を図る。 

20～22 

 

（4）情報発信と

ＰＲ 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■スプリングスひよ

し管理運営推進事業 
指定管理者の運営により、温泉・温水プール・体育館・レストラン・物販施設

などを開設し、市民の健康増進と福祉の向上を図っている。また、日吉温泉と

して市外からも多くの観光客の来場があり、南丹市の観光拠点の一つとして観

光振興を図っていく。 

20～22 

■観光施設管理事業 温泉スタンドの維持管理等を行う。 20～22 

 

 
（5）温泉の活用 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■内水面漁業振興対

策事業 
清流での釣りの観光入込客を増加させるとともに食材等の提供により観光振

興を図るため、漁業協同組合が、アユ、アマゴ、ウナギなどの稚魚を放流し、

水産資源の増殖を図る事業に対し支援する。 

20～22 

 

 
（6）観光漁業 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■都市と農村との交

流事業 
全国の旅行会社と提携し、修学旅行と農村交流を組み合わせた独特のプランを

提供して、修学旅行生を受け入れ、観光客の増加を図る。 

20～22 

 

 
（7）交流事業 
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実施事業名 事業概要 実施期間 

■伝統文化継承事業 
 
・文化資料保全補助事業 
・埋蔵文化財調査事業 

南丹市内の道路・ほ場整備等の工事に係る埋蔵文化財の発掘調査を行い、その

保護を図る。 

国・府指定文化財関係者及び未指定文化財関係者に対して文化資料の保全にか

かる費用の一部を補助する。 

20～22 

 

（1）歴史文化遺

産の調査と保全 

５
．
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■伝統文化活用事業 
 
・資料館展示事業 
・重伝建地区保存修理補 
助事業 

・重要文化財管理公開事 
 業 

南丹市美山の重伝建地区の保全支援のため、修理等の一部を補助する。     

文化遺産の保全活用に資するため、「石田家住宅」の委託管理と公開を行う。 

市内の民俗等に関する資料を収集し、保管・展示する。 

20～22 

 

（2）歴史文化遺

産の周知と活用 

６
．
暮
ら
し
の
安
全
と
安
心
を
守
る
 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■河川改修等事業 
土石流などの災害防止のための砂防事業等の推進並びに一級河川の改修事業

については、国・府に要望を行う。 

また、市管理の準用河川・普通河川については、必要に応じて改修を進める。 

20～22 

 

 
（1）治山・治水 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■防災訓練事業 
大規模災害発生時における防災活動の円滑な実施を期するため、市民の自主防

災体制の確立に重点を置き、市民の主体的な参加により、応急対策活動の充実

強化及び自主防災意識の徹底が図られる訓練を実施する。 

20～22 

■防災推進事業 災害時防災用備蓄品の購入と住宅耐震診断調査の委託及び防災パトロールの

実施。 

20～22 

 

 
（2）防災体制 
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実施事業名 事業概要 実施期間 
■消防施設等整備補

助事業 
自主防災の推進を図るため、各地域の消防施設及び機械器具の整備拡充に要す

る経費の一部を南丹市消防施設等整備補助金交付要綱に基づき補助する。 

20～22 

■消防資機材・水利整

備事業 
地域防災体制を強化し、消防力の向上を目的に、小型動力消防ポンプ、ポンプ

自動車、ポンプ積載車等の消防資機材について、活動期間が一定経過したもの

から更新する。また、消防水利の確保が困難な地域に、耐震性貯水槽を設置す

る。 

20～22 

■防災ハザードマッ

プ作成事業 
南丹市内の地震災害、水害、土砂災害などを対象とした区域を地図上に明記し、

避難行動時の活用、災害学習、防災情報の整理などの活用目的に応じて利用で

きるようマップを作成する。 

20～22 

■防災行政無線整備

事業 
災害時の緊急情報などが市民へ迅速に伝達できる同報系防災行政無線を導入

する。 

20～21 

 

（3）防災情報シ

ステムと防災設

備 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■自動体外式除細動

器整備事業 
１分１秒でも早く、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）による除細動措置が行える

よう、各種公共施設へ計画的にＡＥＤを設置する。 

20～21 

 

 
（4）救急医療 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■防犯・暴力追放等取

組支援事業 公衆防犯灯の新設や、防犯・暴力の追放における各団体の取り組みを支援する。 20～22 

 

 
（5）防犯対策 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■交通安全推進事業 小・中学生等の通学時における交通指導及び交通安全啓発を行う。 20～22 

 

 
（7）交通安全 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■消費生活啓発事業 
消費者被害の未然防止として、チラシ等による啓発を行うとともに、各支所に

おいて被害にあった場合の相談の受付･対応、消費生活安全センターなど専門

の関係機関への連携を図る。 

20～22 

 

 
（6）消費者保護 
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--第 3 章  人・物・情報を高度につなげる----------------- 

１
．
高
速
移
動
の
網
を
広
げ
る
 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■広域アクセス道推

進事業 
鉄道及び道路の利便性向上、アクセス強化に向け、近隣及び関係市町村との広

域連携により、国・府に対して要望活動等を実施する。 

20～22 

 

（1）広域アクセ

スの強化 

（2）鉄道を活か

したまちづくり 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■駅周辺整備・管理維

持事業 
ＪＲ園部駅利用者の利便性を高める都市施設の維持管理とともに駅周辺の美

化に努め、ＪＲ園部・八木駅の自転車利用者の利便性を高めるための駐輪場の

管理を行い、放置自転車の排除等を行なう。 

20～22 

 

２
．
鉄
道
を
さ
ら
に
便
利
に
す
る
 

（1）ＪＲ山陰本
線の複線化 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■山陰本線複線化整

備事業 
ＪＲ山陰本線京都園部間の複線化事業実施。 

園部駅以北における複線化実現に向けた要望活動等を実施する。 

20～22 
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３
．
安
全
で
快
適
な
主
要
道
路
で
つ
な
ぐ
 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■広域幹線道路整備

促進事業 
国道の危険箇所等未整備区間について早期整備による機能強化を図るため、関

係市町で組織する整備促進協議会等により結束して整備促進を国・府に対し要

請していく。 

20～22 

 

（1）広域幹線道

路 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■都市計画街路事業 

市街地の活性化や利便性の機能向上を図るとともに、公共機関への接続道路と

して整備促進する。 

・上本町佛大線外 1線 

・内環状線 

・栄小山東町線外 2線 

・八木環状線  

20～22 

■道路新設改良事業 

府道及び幹線市道については市域の一体性を確保するため、利便性の向上と災

害に強い道づくりを進める。また、その他の市道については生活道路としての

利便性、安全性の確保に向けて、地域の実情に応じた整備を進める。 

・臨時交付金事業     2路線 

・地方特定道路整備事業  4 路線 

・過疎対策事業            5路線 

・その他道路事業     8路線 

・京都府道路整備事業   15路線 

20～22 

 

（2）地域幹線道

路 

（3）安全で快適

な道づくり 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■道路・橋梁維持管理

事業 
市道管理は、道路構造物の維持修繕、道路舗装の維持修繕を基本として実施す

る。また、橋梁で耐震対策が必要となり、２５年度までに橋長１５ｍ以上の橋

梁について長寿化計画を策定し、耐震対策の橋梁整備を計画的に推進する。 

20～22 
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４
．

誰
も
が
安
心
な
 

地
域
交
通

シ
ス
テ

ム
を

つ
く
る
 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■バス運行事業 
 
・スクールバス運行事業 
・市営バス運行事業 
・生活路線バス運行事業 

生活交通確保のためバス運行及び委託を行う。また、民間事業者のバス運行継

続のため補助を行う。 

小・中学生の通学のためのスクールバスを運行する。 

20～22 

 

 
（1）バス交通 

 
（2）情報提供 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■情報提供推進事業 
地域情報化計画の策定及び見直しを行う。 

ＣＡＴＶ自主制作番組の充実及びホームページによる番組の動画配信を行う。 

その他ＣＡＴＶネットワークを活用した情報提供サービスを行う。 

20～22 

 

５
．
双
方
向
の
情
報
通
信
基
盤
を
つ
く
る
 

 
（1）情報基盤 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■地域情報通信基盤

整備事業 
全域の光ファイバーケーブル網の完成を基礎に、市民の豊かな暮らしを支える

充実した公共情報サービスを実現していく。 

20～22 

 

 
（3）情報環境 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■情報リテラシー推

進事業 
 

パソコン講習会の実施等を行い、情報通信ネットワークの利活用を推進する。 

 

20～22 
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（2）商業 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■経営改善普及事業 商工会員である、地元小規模商工業者の経営の安定化と振興を図るため、商工

会の行う経営改善普及活動に対して支援する。 

20～22 

■商工振興助成事業 商店街の現状を詳細に分析し、今後の商店街の振興策を計画立案するため、商

工会が行う研究事業に対し支援する。 

20～22 

 

６
．
に
ぎ
わ
い
の
市
街
地
を
つ
く
る
 

 
（1）都市計画 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■都市計画策定事業 
南丹市のまちづくりの方針・基本計画を定め、健康で文化的な都市生活と機能

的な都市活動が図られるよう計画を策定する。 

・都市計画マスタープラン 

・緑の基本計画 

・生産緑地地区の指定 

20～22 

 

（3）地域の核と

なる市街地整備

と定住促進 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■雨水排水事業 近年、頻繁に起こる短時間の集中豪雨により市街地の浸水被害が多く、これを

未然に防止するための排水路整備を行なう。 

20～22 

■土地区画整理事業 

中心市街地の再整備を街路事業と一体的に進め、公益機能の整備、既存商店街

の集約等により中心市街地の再生に努める。また、ＪＲ駅周辺において新たな

市街地整備を進めることにより、雇用の創出、定住人口の増加を図る。 

・本町土地区画整理事業 A＝2.5ha 

・内林町土地区画整理事業 A=23.0ha 

・吉富駅西土地区画整理事業 A=22.7ha 

・八木駅西土地区画整理事業 A=10.7ha 

20～22 

■美山中核整備事業 
地域拠点である和泉交差点周辺地域において、バスターミナル、公衆トイレ、

公園等の整備を総合的に行う。 

また、同地域の商店街にコミュニティ道路、駐車場の整備を行うとともに、誰

もが気軽に立ち寄れる観光交流施設を建設するなどにぎわいの創出を図る。 

20～22 

 
（4）身近な公園

緑地 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■都市計画公園事業 
市街地において、魅力ある公園の整備を進め、地域のコミュニティや快適な居

住空間を提供する公共空間として計画的に公園整備を進める。 

・横田公園、小山東町公園、内林町公園 

20～22 
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--第 4 章  共に担うまちづくりの仕組みを築く----------------- 

（2）男女共同参

画社会の推進 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■男女共同参画推進

事業 
男女が共に平等な存在として尊重され、一人ひとりの能力や個性が発揮するこ

とが出来る男女共同参画社会実現のため、「男女共同参画行動計画」の策定や

女性のネットワークづくりの拡充、またフォーラムの開催、園部女性の館の活

用など啓発、推進を図る。 

20～22 

 

１
．
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
 

（1）人権啓発の

推進 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■児童老人会館管理

運営事業 
体育活動、文化活動、美化活動、集団活動、学習活動、習字教室、図書指導交

流活動等を実施し、児童の知識の普及向上、健全な遊びの場所を提供、老人に

は、憩いの場を提供し、心身の健康増進と福祉の向上を図るための館運営管理

を行う。 

20～22 

■人権教育・啓発事業 同和問題をはじめあらゆる人権問題の理解と認識を高めるため、講演会の開催

や街頭啓発などを実施する。 

20～22 

■地域センター推進

事業 
地域センターを活動拠点として、住民相談、地域福祉事業を展開し、講座の開

設及び文化祭や地域住民の交流事業を通じて、地域文化の向上や住民の相互理

解を深めながら、同和問題をはじめとするあらゆる人権問題の啓発を推進す

る。 

20～22 

 

（3）虐待事象へ

の対応 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■高齢者虐待防止事

業 
高齢者虐待防止ネットワーク委員を委嘱し、ネットワークを構築する。高齢者

の支援策の協議等の実施で支援体制の強化を図る。 

高齢者の虐待が深刻な状況下にあり、支援体制の強化を進めるため、高齢者支

援ケースワーカーを置く。 

20～22 

■要保護児童対策事

業 
児童虐待の早期発見や要保護児童対策地域協議会における関係機関等での情

報交換や連携及び広報・啓発活動の推進。 

20～22 

 



28 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（1）地域との協

働の推進 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■自治振興組織推進

事業 南丹市の自治振興組織が行う活動への支援及び行政事務の委託。 20～22 

 

２
．
住
民
自
治
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
 

 
（2）地域づくり 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■自治振興補助事業 
行政区が主体となって行う事業（集会所の新築や改築、公園等の新設や改良、

里山等の整備、地域組織の基盤構築）に対し、事業費の２分の１を限度として

補助金を交付することで、集落の自主的な活動を支援する。 

20～22 

■集落活性化支援事

業 
少子高齢化が著しく進み集落の維持が困難な地区において、集落再生に繋がる

活動に対し支援策を講じる。 

20～22 
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（1）協働と市民

参画の仕組みづ

くり 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■パートナーシップ

推進事業 

南丹市における「市民協働」の在り方を、職員及び市民が協働フォーラムの開

催などを通じて共通認識を持つとともに協働の意識を高め合い、市民が主体と

なって推進できる取り組みを検討する。 

また産学官の連携を推進し、知的資源の活用等によりさらに自立した活力ある

地域づくりを推進する。 

20～22 

 

３
．
多
様
な
担
い
手
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
育
て
る
 

（2）政策決定や

計画段階での協

働 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■審議会等市民参画

推進事業 
行政の各種計画の樹立や管理運営に関し、市民が参画する仕組みづくりを検討

する。 

20～22 

 

（3）実施段階で

の協働 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■市民協働推進事業 様々な分野において、協働により実施する事業を見出し、市民の主体的な関わ

りの広がりにより、市民との協働による取り組みを実施する。 

20～22 

 

（4）より多くの

市民参画 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■地域づくり出前講

座実施事業 
市民の皆さんに地域づくりに役立てていただくため、予め定めたテーマの中か

ら講座を選んでもらい、担当職員が講師として出向き、市の事業や施策などに

ついて説明する。 

20～22 

 

（5）南丹市達人

バンク（仮称）

の設置 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■達人バンク推進事

業 
市域に存在する多様な人材を掘り起こし、求める市民に情報を提供できる仕組

みとともに、優れた技能等を持った市民が活躍できる場をつくる。 

20～22 
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（2）産業を担う

人材育成のため

の支援 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■新規就農支援事業 
研修を必要とする新規就農志望者に対し、その研修に要する経費の一部を支援

する。また、研修後引き続き５年以上市内において営農する者に研修資金償還

がある場合、償還金の一部を助成する。 

20～22 

 

５
．
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
を
進
め
る
 

（3）地域とまち

を担う人材育成

のための支援 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■まちづくり活性化

支援事業 
地域が一体となり、地域住民が自ら地域の課題を掘り起こし、個性ある地域づ

くりや人材の育成をめざす組織の活動を支援する。 

20～22 

■国際交流事業 
適切な国際感覚を養うため、国際交流フォーラムの実施や市民等を対象とした

各種交流事業を実施する。また、市民により組織された国際交流組織の活動を

支援する。 

20～22 

 

（1）連携のため

の仕組みづくり 
実施事業名 事業概要 実施期間 

■産官学公連携協議

会推進事業 産官学公連携協議会及び４プロジェクトが行う事業への補助。 20～22 

 

４
．
大
学
等
と
連
携
し
、
 

と
も
に
ま
ち
を
つ
く
る
 

（2）ともに育む

「教育のまち南

丹市」 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■佛教大学連携事業 南丹市と協定している佛教大学との連携により、まちづくりを考えるフォーラ

ムの開催や、大学生の受け入れを行う。 

20～22 
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（1）情報公開と

電子自治体の構

築 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■広報広聴推進事業 
 
・ホームページ充実事業 
・広報充実事業 

広報誌やお知らせ、ホームページ、ＣＡＴＶなどを活用して、市民にとってわ

かりやすく、利用しやすい行政情報の提供を実施する。 

20～22 

■電子自治体推進事

業 庁内各業務システムの管理運営を通じて、南丹市の電子自治体化を推進する。 20～22 

 

６
．
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
 

実施事業名 事業概要 実施期間 
 
■行政評価推進事業 
 

市民のニーズや動向を盛り込んだ事務事業や政策評価体制の整備を行う。 

評価結果に基づいた今後の方向性等ついて、市民や学識経験者の意見を聞く。 

20～22 

■諸証明発行サービ

ス事業 住民票の写し等の証明書交付事務を市内６ヶ所の郵便局において取り扱う。 20～22 

■未利用財産の適正

管理及び処分 
未利用土地の適正な管理を行うとともに、管理にかかる費用の削減と税外収入

を確保するため、早期にこれらの処分ができる体制づくりを行い、順次財産処

分を実施する。 

20～22 

 

（2）効率的な行

財政運営 

（3）行政サービ

スと職員の資質

向上 

実施事業名 事業概要 実施期間 

■職員研修事業 ・様々なテーマ設定による、独自の庁内研修（全体及び階層別）の企画、実践 

・職場外研修への職員の積極的な派遣 

20～22 

 
（4）施設配置の

見直しと庁舎の

整備 

実施事業名 事業概要 実施期間 
■新庁舎建設検討事

業 新庁舎建設の検討 20～22 
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